




A look at how working environments determine nursing quality and proposals for effective training methods capable of contributing to the improvement of working environments





One of the factors for determining nursing quality is the existence of an
 
environment in which childcare is provided. A place where nursing occurs serves
 
not only as an environment for nursing children but also as a working environment
 
for nurses, both of which determine nursing quality. Admittedly,working condi-
tions for nurses in Japan have witnessed gradual improvement,but a major challenge
 
that must be solved remains.
What is most important when it comes to improving nursing environments is the
 
awareness of the person serving in the managerial post(that is,the manager),as well
 
as that of the person serving in the middle managerial post who affects the manager
(that is,the chief nurse). By paying attention to chief nurses,this paper elucidates
 
factors that can help them creatively surmount challenges as an independent profes-
sional in collaboration with a manager and nurses at a place where childcare is
 
provided, and also proposes effective means of training that contribute to the
 
enhancement of nursing quality.
While focusing on environmental improvement attempted by a resolute manager
 
and on subsequent changes in nurses’duties, this thesis begins by examining the
 
effect this has had on the improvement of nursing quality. It then identifies factors
 
that help motivate a chief nurse to promote environmental improvement by paying
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1)Raising awareness of problems through specific tasks;











































































































































































































































































































































































































































































































ラベル名 自信 課題 職員 園長 保護者 カード数
１ シフト 4 2 6
２ 記録 11 2 13
３ 保護者・園長対応 4 1 2 6
４ 新人教育 3 3 6
５ 相談 4 4
６ 外部対応 2 1 3Ａ ７ 行事 2 2
８ お金 1 1 2
９ 自慢 4 1 1 1 7
10 希望 3 1 4
11 不満 1 1
12 よろず事 10 10
合計 24 16 4 4 5 64
１ 施設管理と運営 9 5 2 16
２ 保護者とのコミュニケーション（ささいな会話が大事?） 3 15 18
３ 職員間のコミュニケーション（ここが肝?） 1 5 7 13Ｂ
４ 一人ひとりに対応した保育（我々の誇り） 5 2 7
５ 人として大切なこと 6 1 7
６ 自己スキルアップ（わかっちゃいるけど…難しい） 1 5 1 7
合計 25 18 1 9 15 68
１ 自信を持っている事 20 2 22
２ できてない事 28 3 31
３ 保護者・職員からの声 1 9 2 3 15Ｃ ４ 園長からの言葉 6 6
５ 心の声 1(20) 4 25
合計 20 50 13 13 3 99
１ 職員のコミュニケーション 7 11 3 21
２ 新人教育 2 7 2 11
３ 園長からの声 11 11
４ 保護者からの声 8 8
Ｄ
５ 自己管理 5 5
６ 保護者対応 1 1
７ 制度について 1 1
合計 15 19 3 13 8 58
１ 職員間の人間関係 7 8 15
２ 指導 5 5
３ 仕事 4 5 2 1 12
４ 保育 4 2 6
Ｅ
５ 保護者対応 1 1
６ 肯定 8 11 19
７ 否定 1 1 2
合計 16 20 2 10 12 60
１ 業務の量 2 4 6
２ 職員間の人間関係 6 6
３ 新人教育 6 6
４ 園長から言われた事 13 13
Ｆ
５ 自慢 9 9
６ ほめられた‼ 1 9 10
７ その他の悩み 9 9
合計 11 25 14 9 59
１ 職員間のコミュニケーション 10 6 3 1 20
２ 若い職員との関係・対応 4 1 5
３ 園長・上司・先輩 3 4 7
４ 保護者 3 1 3 7
Ｇ
５ 園の仕事内容 4 1 5
６ 個人の評価 5 2 9 4 20
７ 制度 2 1 3
合計 15 24 13 12 3 67
１ 主任だもん‼ 17 1 18
２ 園長のつぶやき 15 15
３ 大変 5 5
４ やってます 6 2 8
Ｈ
５ 保護者の本音 5 5
６ 保育士の本音 5 5
７ ストレス 3 2 5
合計 23 9 7 15 7 61
ラベル名 自信 課題 職員 園長 保護者 カード数
１ 職員・職場 8 19 3 30
２ 新人教育 3 3
３ 保護者対応 3 1 4
Ｉ ４ 園長からの言葉 9 9
５ ねぎらいの言葉 3 11 14
６ 主任としてのもやもや 8 3 11
合計 14 28 15 14 71
１ 主任の業務 1 15 16
２ 職員とのコミュニケーション 6 9 3 18
３ 保護者対応 1 8 9
Ｊ ４ 新人教育 4 1 5
５ 園長先生からの言葉 4 4
６ ねぎらい 6 6
合計 7 29 3 11 8 58
１ 主任の業務について（多すぎます‼） 1 11 12
２ 主任としての職員間づくり（全体を見なきゃ‼） 9 9
３ 若い保育士さんへの指導の仕方 6 1 7Ｋ ４ これはできている 9 9
５ 保護者から褒めてもらったこと 6 6
６ 一緒に働く他の先生から 1 2 3
７ 園長からの言葉 9 9
合計 10 27 3 9 6 55
１ コミュニケーション 5 2 3 10
２ 職員人間関係 5 5
３ 期待の星 6 1 7
４ リーダー的存在 1 4 5
５ 自信をもって‼行動力 3 3
Ｌ ６ 信頼関係 2 1 3 6
７ 新人育て 1 2 3
８ 事務的 1 1
９ 対応 2 2
10 物品要求 2 2
合計 9 17 7 7 4 44
１ 職員間 12 2 1 15
２ 対子ども 3 2 6 1 12
３ 対園長 6 6
４ 対父兄 10 10
Ｍ ５ 事務して監査クリア 6 1 1 8
６ 掃除・片付け 5 2 1 8
７ 言いたいけど言えない 4(10) 14
８ フリートーク 4 4
合計 26 23 8 10 10 77
１ できていること 5 5
２ 職員とのコミュニケーション 5 5
３ 新人教育 7 7
４ 園長先生からのお言葉 9 9
Ｎ
５ 他の職員からの応援 12 12
６ 保護者対応 2 2
７ 課題 4 4
合計 5 18 12 9 44
１ 日々がんばってます 18 1 19
２ こんなことも言われてるよ 1 13 14
３ わかってるって‼ 2 10 12
Ｏ ４ たまるんだよ 7 7
５ できないんだよ 1 8 1 10
６ 私たち言いたいんだよ 8 8
合計 21 23 1 12 13 70
１ 書類 4 7 1 3 15
２ 保護者対応 6 4 10
３ 保護者・保育士から 5 7 12
４ 新人育成 5 1 6
Ｐ ５ 園長へ 3 3
６ 保育について 1 2 3
７ 今、やりたいこと 1 1
８ 事故対応 1 1
合計 11 19 1 9 11 51
ゆっくり、新人職員のペースに合わせて指導でき
ていないのは今に始まったことではないであろう。
しかし、机上の学びから実践的な学びへの変化に
対応する力そのものが違ってきていると感じてい
るのではないだろうか。また、「声掛け」という記
述も多く、どのような言葉が相手にダメージを与
えず自らの思いを最も的確に伝えられるのか、ア
ドバイスのタイミングも含めて悩んでいることが
うかがえた。新人保育者には保育者である以前の
一般常識、社会人基礎力が問われてきている??。保
育現場では、保育者養成段階でこの社会人基礎力
を育てることを求めており、保育の専門性は現場
で育てるとの意向がある。
⑤ 園長は主任を信頼している、あるいは心配し
てねぎらいの言葉を掛けている反面、指摘はす
るが任せきりのところもある
園長の保育経験の有無により、園長職のあり方
は園によって異なるのは当然である。しかし、主
任業務が大変な状況下においては、管理者として
の業務だけでなく、困難な状況をともに解決する
存在として主任を支える存在でなければならない
であろう。一般的に中間管理職の負担が増大して
いる日本社会にあって、単に事務的な業務のみな
らず、子どもや保護者の対応や新人教育、さまざ
まなトラブルの解決を求められる主任にとって、
いわゆる感情労働が負担を重くしていることを考
えると、園長や管理職教育の必要性が高いことが
考察される。保育経験がなくとも、保育の質や保
育者の仕事に対する誇りや負担感を親身に考えら
れる資質や素養が求められるであろう。
⑥ 自己管理はできているが研鑽ができていない
他の業務そのものが逼迫しており、自己研鑽が
図れないことが大きなストレスでもあることが明
らかになった。意欲はあっても実現できない状況
が続くと、意欲そのものが失われていくことを考
えると、こうした意欲をどのように実現させてい
けるのかを、研修の機会に取り上げていくことも
一つの方法であると考える。
⑦ 線引きの難しい業務
ラベル付けの中に「主任としてのもやもや」「心
の声」「よろず事」という項目があり、どこまでが
主任としての仕事であるのか、その線引きが難し
い点が示されている。保育は生活であり、遊びを
通しての教育である。生活面の日常的な事柄が主
任業務に与えている影響の大きさがうかがえる。
⑧ その他
会議についての記載もあったが主任は保育の専
門性はあっても、会議の進め方や職員の声を集約
する等について苦手意識があるのは当然のことと
思われる。経験の中で身につく技術もあるが、職
員間の関係性の問題でもあるだろう。やはり、主
任になるにあたっての基本的な力として研修等で
取り上げ、そうした力が育っていくように支えて
いく必要がある。
また、役所や対外的な対応の他に、ホームペー
ジの作成やDVDの編集にも苦手意識を持ってい
る面もあり、時代と共に求められる力が変わって
いく点においてのサポートも必要である。
3－3 具体的な作業を通しての問題意識の掘り起
こし
日常の経験や思いを書き出し、ラベル付けにつ
いて語り合う中で主任として行っていることと課
題、自らが何を大切にしたいと考えているのか、
主任としての誇りは何か等、日頃意識しないで
行っていたことにあらためて気づく機会となって
いる。また、職員とのかかわりや保護者や子ども、
他機関とのかかわりの中で自身の置かれている状
況を見い出し、あらためて一歩踏み出すための課
題整理と方向性を見い出すことができた者もいた。
保育士不足や業務の多さ等厳しい環境の中で、
自分の主任としての存在意義を見い出し、環境改
善のための一歩を踏み出そうと思えたこと、自分
から動き出すための問題の構造に気づくことがで
きたのは、問題の意識化と、顕在化しているもの
の内に内在する潜在的なものをラベリングと討論
を通して考えたからに他ならない。
3－4 課題の可視化と自園の状況の客観的把握
可視化により、新たな気づきが得られたことが
研修後のレポートに示されていた。
⑴ 自園の課題だけでなく、良さ
日ごろ、課題については気づくことはあっても、
当たり前のことや当然のことには思い至らない。
さまざまな状況に置かれている保育士との討議や
報告会の中で、改めて自園の置かれている状況の
本質に気づかされ、保育環境・職場環境としての
捉え方が客観的に認識されている。
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⑵ 自分自身が置かれている恵まれている環境
良さの気づきは、園にとどまらず、自分自身が
保育士として主任として恵まれた環境にあること
にも広がっている。本来、主任の立場になること
は自身の意向に沿ったものではなかったが、改め
て他者との討議の中で、恵まれている点にも気づ
くことができている。
⑶ 園長の思いや保護者の支え、保育士たちに
とっての自分の立ち位置
自分の存在が、どのようなものであるか、不安
を口にする主任保育者は少なくない。しかし、ワー
クショップで、園長・保護者・保育士たちからの
声を改めて書きだすことによって、園長からの信
頼や育てようとしてくださっている思いに気づき、
また保護者からは、支えているつもりが、実は支
えられていることや、保育士たちにとっても自分
が必要な存在であることにも思いが巡らされてい
た。
⑷ レポート内容（提出：91）
研修後のレポートは、「前向きな気持ちになれ
た」「新たな発見ができた」「頑張ろうと思えた」
「希望が出てきた」等の感想が最も多く（33）、次
いで「具体的な作業を通して自分のすべきことが
整理できた」「心の中にあるものを具体的に記入す
ることで整理できた」「職員間でもこの作業に取り
組み、本音や気づきがでてくるのではないかと
思っている」等、研修方法と具体的な方向性につ
いてふれたもの（25）、「できるところから実践し
たい」（22）、「自分の恵まれた環境に気づけた」「自
信が持てた」（5）、その他（6）であった。
3－5 困難さの共有と課題解決の情報交換
情報交換や討議のなかで、他園の取り組み状況
やまた講義の中の事例を通して、自らの進むべき
方向を示され、主体的に歩みだそうとする前向き
なエネルギーが導き出されている。
保育者が育つということは、目の前の課題を自
らのこととして向き合い、語り、そして、自身が
変容していくことである。その結果、価値観が変
化し、自身の保育も変化し、子どもや保護者との
関係に新たな視点を持つことにもつながっていく。
「専門性の高い保育者とは、多様な他者に対してそ
の身体が開かれており、共感的にかかわり合い、
お互いの見方や行為を収奪し合いながら自分の見
方や行為を〝省察"することができる存在」??であ
り、「共感的な場を築き合っていくことが欠かせな
い」??存在である。
４．おわりに：残された課題
保育者が専門性を発揮し、保育の質を規定する
保育環境に働きかける要因を考察した。主任保育
士の自律性が導き出されるような研修に、その可
能性の一つが見い出された。しかし、保育園自体
がかかえる構造上の質の問題は残されている。そ
の一つは管理職の専門性である。また、名称独占
ではあっても業務独占となり得ない保育職の専門
性の問題も残されている。
世界が注目している保育・幼児教育の世界。一
定の評価がなされる日本の保育者の質と課題が指
摘される保育環境。それらの視座から保育の質を
問い続けることが求められている。
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